
腰仙部の神経根の構造 
 
腰の骨は，先ほど５つあると言いました。下のほうから順番に５，４，３，２，１，その

上が，胸椎の１２番目ということになります。１番目と２番目の間からでるのがＬ１です

ね。Ｌ１というのは腰髄の神経の１番目，第一腰髄神経といいます。２，３，４，５，そ

れから下は仙骨神経ということになり，Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５というふうに分け

ています。いわゆる坐骨神経というのは，坐骨神経というのが直接脊髄からでるのではな

くて，Ｌ４，Ｌ５，それからＳ１の神経がまとまってきて，坐骨神経と呼ばれる大きな神

経になりますが。腰から臀部，大腿の後面にかけてこれが痛みますと，坐骨神経痛という

ことになります。後ろから見てみますと，こんな形をしていて，左右に少しずつわかれて

細っていくというような状態ですね。この一番下の状態を，先ほど言ったように馬尾，馬

の尻尾というように呼んでいます。 
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